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小樽南ロータリークラブ会報
１９６ ０ 年 創 立
昭和３５年２月５日
１ ９ ６ ０ 年 創 立
昭和３５年２月５日
２０２６年１月２３日金発行
通巻第３１１５号
１月２３日
●新年例会

１月３０日
●クラブアッセンブリー

２月６日（金）
●休会
２月７日（土）
●小樽市内高等学校優秀卒業生表彰式
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2025 - 2026 年度ＲＩ第２５１０地区目標
1.会員増強
2.クラブ活性化
3.奉仕活動推進
4.若い世代とのつながり強化

２０２５－２０２６年度 地区活動方針
Revival（リバイバル） 

～原点に立ち返り、未来への繁栄へ～

Ｍｙ Ｒｏｔａｒｙ
２５１０地区ホームページ
ＩＣＴ委員会Ｆａｃｅｂｏｏｋ
各委員会へのメール

■年男・年女卓話

●例会場：オーセントホテル小樽　●例会日：毎週金曜日12時 30分
●事務局：〒047‐0032小樽市稲穂2‐15‐1（オーセントホテル内）TEL.0134‐27‐8123

●Club Homepage：URL https://rid2510.org/otarushouth/
再
来
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����5.女性会員増強
6.会員研修充実
7.紛争予防と平和推進
8.ロータリー財団活動強化

FAX.0134‐26‐6935

廣瀬 保男 会員　福島 正紘 会員　三栖 裕司 会員
山村 弘一 会員　山田　 厚 会員　斎藤　 仁 会員
中山 仁史 会員　林　 正章 会員　山田佳代子会員

おめでとうございます

会　員　誕　生　祝

■国歌斉唱
■ロータリーソング【日も風も星も】
■会長挨拶【佐藤友美会長】
　皆様、あけましておめでとうござい
ます。
　２０２６年最初の例会を、こうして皆
様と共に迎えられますことを大変うれし
く思っております。
　本年は「丙午（ひのえうま）」の年と
され、情熱を持って行動する年と言われ
ています。私自身も会長就任時の思いを
改めて胸に刻み、残り半年となった本年を情熱をもって走り
抜けていきたいと考えております。
　ロータリー活動は、一人ひとりの思いと行動が集まり、大
きな力となっていくものです。本年は皆様と共に、その力を
結集し、より充実したロータリーライフを歩んでまいりたい
と思います。
　また、６月の国際大会では、小樽南ロータリークラブが「北
海道ナイト」を担当いたします。ぜひ多くの皆様と台湾に赴
き、貴重な機会を共に経験していただければ幸いです。
　本年一年、どうぞよろしくお願い申し上げます。
■幹事報告　
①席順の変更について
本日の例会より席順を変更しております。お名前のアル
ファベット順に配置させていただきました。苗字順とした
場合、同姓の会員が一つのテーブルに集中してしまうため、
見栄え等を考慮し下のお名前のアルファベット順に並び替
えております。
②１月例会の予定について
１６日：休会
２３日：新年会（場所：オーセントホテル）
３０日：クラブアッセンブリー
③３０日のクラブアッセンブリーとして、各委員長の皆様
に前期の活動報告および後期の目標についてご発表いただ
く予定です。各委員長の皆様には、事前のご準備をお願い
いたします。
④下期会費につきましては、昨晩メールにてご案内をした
通り110,000円、３クラブ合同例会会費として12,000円

本年度は、３クラブ合同例会について全員登録とすること
が理事会にて承認されております。
　以上を合算し、下期会費合計は122,000円となります。
皆様へ請求書をお送りしておりますので、ご確認のほどよ
ろしくお願いいたします。
⑤３クラブ合同例会について
今期の３クラブ合同例会は、小樽ロータリークラブの担当
にて開催されます。２月２１日（土）開催で会場はグラン
ドパーク小樽です。
⑥理事会の開催について
本日の例会終了後、理事会を開催いたします。理事の皆様
におかれましては、ご出席をお願いいたします。
■出席報告
２０２６年１月９日
総会員数５１名　欠席者数１７名
伊藤、伊早坂、小笠原、工藤、齊藤（英）、佐藤（公）、佐藤（勉）、
鈴木、田中（彰）、林、馬場、吹田、堀内、松浦、宮川、水谷、
山田（佳）
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まごころ箱・・・・・・いつも有難うございます！

入金集計額 ４５６,０００合
計

 佐  藤（友） 会員…あけましておめでとうございます。今年も皆さまと
楽しいロータリーライフを過ごしたいと思います。ど
うぞよろしくお願い致します。昨年末３０日に孫が誕
生しました。７人目の孫は男の子、女４人男３人あり
がたいことです。

 　  桂　　  会員…桂年度の報告書が完成いたしました。報告書にご尽力
いただいた役員の皆様にあらためて感謝申し上げます。

 松　　尾　 会員…桂年度の活動報告書が昨年末に完成いたしました。
皆様に心より感謝申し上げます。本年も何卒よろしく
お願い申し上げます。

 岡　　﨑　 会員…久しぶりに例会出席しました。
 福　　島　 会員…１月２日です。会員誕生祝
 斎 藤（仁） 会員…今年で６９歳になります。
 三　　栖　 会員…会員誕生祝
 山　　村　 会員…会員誕生祝
 中　　山　 会員…会員誕生祝
 廣　　瀬　 会員…会員誕生祝
 山 田（厚） 会員…会員誕生祝

令和 7.7.1 ～令和 8.1.9（32,000 円） 円

例会プログラム
■年男・年女卓話
【田中沙貴会員】
　昨年は体調不良のため例会欠席が多
く、社会奉仕活動にも十分取り組めな
かった反省があります。今期後半は役
割を果たすべく、改めて気を引き締め
てまいります。
　本日は、私が落語会を開催するきっ
かけとなった「旦那衆」についてご紹
介します。コロナ禍で弱っていく小樽を見て、何かでき
ないかという思いから、小樽生まれ・小樽育ちの１１名
で結成した会です。越前谷氏の「落語家に知り合いがいる」
という一言を契機に、錦笑亭満堂氏を招き、独演会等を
これまで３回開催し、今年４月２５日に４回目を予定し
ています。昨年は学生約４０名に招待券を届け、生の落
語に触れてもらいました。終演後は出演者も交えた懇親
の場も設けています。パンフレット完成後、皆様へ改め
てご案内いたします。ぜひご参加ください。
　関係団体や市内企業のご協力に支えられており、今後
も落語を通じて小樽の文化と魅力を発信し、地域の賑わ
いづくりに貢献していきたいと考えています。
【桂正俊会員】
　丙午の年男として還暦を迎えた本
年、年末年始に両親の体調不良が重な
り、幸不幸は予測できないと痛感しま
した。丙午には良い意味もある一方で
迷信もあり、昭和４１年生まれは出生
数が落ちた世代ともいわれます。私は
受験競争が比較的緩く受験を経験せず
に進学できたことも思い出しつつ、年
男の年に何が起きるのかと身構えていました。
　新年を迎える１週間前に父のお姉さんに不幸があり、
その葬儀参列をきっかけに父の認知面の不安や転倒が表
面化し、当初は異常なしとされたものの、再検査で骨に
ひびと出血が判明し入院となりました。母も大晦日に救
急搬送され、後に圧迫骨折と分かり通院が続いています。
これらの出来事を通じ、家族の支え方や介護の現実を考
えさせられました。
　最後に教育について少しお話させてください。教育の
本質は、単なる知識の伝達ではなく学習者が「価値ある
変化」をすることです。薬剤師の指導者育成でも、知識
や技能以上に「態度」の教育が最も重要かつ困難である
と実感しています。ＡＩを使いこなす新世代に対し、私た
ちが先人として唯一教えられるのはこの「態度」であり、
それを伝えていくことが大切だと考えています。

第７回理事会議事録
審議事項
１）２月の例会プログラムについて　　承認
・当初会員の誕生日・結婚祝いが優秀高校生と重複して
いるため２７日（月末の最終例会）にスライド。
２）新年会（１月２３日）の運営について　　承認
・例年実施していない事業のため、担当委員会の割り振
りと予算の確認。運営（出席確認・当日準備）は親睦委
員会に一任する。
３）３クラブ合同例会について　承認
・小樽ＲＣより２月２１日１５：３０よりグランドパー
ク小樽にて開催。小樽商工会議所の山崎事務局長による
講演を予定。詳細は後日メールにて配信。
４）クラブ代表メールアドレスの取得について
・幹事交代のたびに他クラブや地区への通知アドレスを
変更する手間を省くため、代表アドレスを取得して受信
メールは四役へ自動転送されるよう設定する。
・ドメイン（otaru-s.org）およびサーバー利用料として、
年間約１４,０００円～１５,０００円の予算を計上。
５）新会員入会候補者の進捗報告
６）公共イメージ向上に向けた広報提案　承認
・小樽チャンネルマガジンに空き枠が出た際、無料でク
ラブの活動紹介を掲載する。掲載号は「ロータリーの友」
等と共に会員へ配布する。
報告事項
１）会計報告
・酒田ＲＣとの合同例会で便宜上クラブ口座を一時使用
したため、帳簿上の雑収入が増加しているが、実質の収
支はプラスマイナスゼロである旨の報告があった。
２）台北国際大会および「北海道ナイト」について
・当クラブが仕切りを担当するため、参加予定者を中心
に協力を要請。１４日に打ち合わせを実施。
３）新会員研修セミナーの開催について
４～６月の間に一泊研修としての開催を検討。場所は「は
なえみ」を候補にする。
４）ＰＭＦ次年度以降の検討
・小樽ＲＣ・小樽銭函ＲＣと次年度の運営について協議し
た。マリンホールは使用できないため、旧三井銀行小樽
支店などで小規模公演案が挙がっている。
・開催形態は、クラブ主催ではなく実行委員会方式を基
本とし、ロータリー主体での運営を想定している。余剰
金により事業を今後継続できる見込み。


